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元気！勇気！感動！ごうつ

江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

こ
の
苦
難
、乗
り
越
え
て
み
せ
る

特
集

大きな被害を受けた江津市民のために、市内外
から多くの災害ボランティアが被災現場に駆
けつけてくれました（９月５日・跡市町）



税・保険料などの減免制度
種類 対象・内容 手続等 担当

市・県民税

◎災害により住宅又は家財に 10 分の３以上の
損害を受けた場合（市の発行する罹災証明によ
り判定しますが、原則的には、床上浸水以上を対
象とします）
◎被害の程度、所得金額に応じて８分の１から
全額まで免除

◎提出書類
　・罹災証明書
　・市県民税減免申請書 税務課市民税係

（内線 1213・1214）

固定資産税

◎減免基準
・家屋
　災害により家屋に損傷を受け、修理又は取替
えを必要とする場合で、当該家屋の価格の 10 分
の２以上の価格を減じた場合（市の発行する罹
災証明により判定しますが、原則的には、床上浸
水以上を対象とします）

・土地（農地及び宅地）
　実際の被害面積が当該土地の面積の 10 分の
２以上あった場合（単に冠水しただけの場合は
該当しません）
◎減免割合
　被害の程度に応じて 10 分の４から全額まで
免除

◎提出書類
　・家屋の場合：罹災証明書
　・土地の場合：被災証明書
　・固定資産税減免申請書

税務課固定資産税係
（内線 1215・1216）

国民健康保険料

◎減免基準
　所得割額及び資産割額を納付し、固定資産税
の減免を受けたひとが、災害により家屋の全壊
又は半壊、これらに類する損害を受けた場合
◎減免割合
　被害の程度に応じて８月から年度内の所得
割及び資産割額の全額から２分の１の額

◎提出書類
　・罹災証明書
　・国民健康保険料減免申請書 保険年金課

国民健康保険係
（内線 1114・1115）

後期高齢者医療
保険料

◎減免基準
　被保険者または世帯主が所有し居住する住宅
が災害により半壊相当以上の損害を受けた場合
◎減免割合
　家屋の損害の程度に応じて保険料の所得割
額・均等割額を減免。

◎提出書類
　・罹災証明書
　・保険料減免申請書
　・保険料の減免が必要な状況に
　　関する調書
　・調査同意書　
　・固定資産税減免決定通知書

保険年金課医療年金係
（内線 1116・1117）

国民年金保険料

◎保険料の免除制度
　災害で大きな被害を受け、納付が困難な場合、
免除される場合があります。

◎提出書類
　・罹災証明書など
　・国民年金保険料免除
　・猶予申請書

保険年金課医療年金係
（内線 1116・1117）

浜田年金事務所
℡ 0855（22）0673

水道料金・
下水道使用料

◎対象者
　「被災者名簿」に登載されている江津市の水
道加入者
◎減免基準・減免額
　大雨災害に起因して、水道使用量が前年同期
の使用量を超える場合、その超える部分の全量
に相当する水道料金・下水道使用料を減免。

　減免申請書の提出は不要です。
　減免の対象になったひとには後
日内容をお知らせします。

水道課
　℡（52）0555

下水道課
　（内線 1511）

被災者の生活支援制度
種類 対象・内容 手続等 担当

生活再建支援金
給付制度

　住居が全壊、大規模半壊、半壊による解体と
なった世帯に給付金（基礎支援金）が支給され
ます。基礎支援金の対象となった世帯が住居
を再建、補修、借家するときには追加給付金が
支給されます。

◎申請期限
　平成 26 年８月

社会福祉課地域福祉係
（内線 1221）

災害援護資金
貸付制度

住居が全壊、半壊、家財損害となった世帯は災
害援護資金の貸し付けを受けることができま
す。（所得制限があります）

◎申込期限
　11 月 29 日（金）

江津市社会福祉
協議会生活福祉
資金貸付制度

被災し生活にお困りのひとに、生活福祉資金の
貸し付けを行っています。（所得制限等があり
ます）

江津市社会福祉協議会
℡（52）2474

豪雨災害で被害にあわれた皆様へ

支援制度の一覧
復旧にかかる補助制度など

種類 対象・内容 手続等 担当

土砂・竹木等の
撤去費用の補助

◎補助対象
　居住する家屋内および家屋がある宅地内へ崩
落した土砂・竹木等の撤去費（原則として江津
市内に本社か営業所のある業者に発注した場合）
　すでに撤去している場合も対象となります。
◎補助額
　（補助対象額 - ３万円）× 2/3
　※上限 50 万円

◎提出書類
　・崩落土砂等撤去費補助金交
　　付申請書
　・費用が確認できる書類（見
　　積書など）
　・崩落状況が確認できる写真
◎申請期限
　災害発生の日から６カ月以内

政策企画課
（内線 1314・1315）

水道未整備地域
にある自家用水
道施設の復旧工
事費用の補助

◎自家用水道施設とは
　個人または共同で、井戸や沢水などの自己水源
により飲料水を確保している施設で、災害発生時
に使用していた水道施設。
◎補助対象
　災害により被災した自家用水道施設を設置する
個人または共同施設を設置する代表者。
◎補助対象経費
　自家用水道施設の復旧に必要な経費
◎補助額
　（補助対象経費 - ２万円）× 2/3
　※上限 50 万円

◎提出書類
①工事着工前に申請する場合
　・施工内容と工事費が確認で
　　きる書類（見積書等）
　・復旧工事前の状況が確認で
　　きる写真
②工事完了後に申請する場合
　・業者に工事を発注したこと
　　が確認できる書類（領収書
　　の写し等）
　・第三者の証明を受けた災害
　　発生状況見取図
◎申請期限
　災害発生の日から６カ月以内

水道課
℡（52）0555

農
地
及
び
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

国 の 補 助 に
よる災害復
旧事業

◎対象事業
　工事費が 40 万円以上の事業で、市が現地を調
査し設計・積算します。
◎受益者負担
　農地は、事業費から国の補助額を控除した額の
3/5、農業用施設は 1/3 です。

◎負担金徴収
　受益者負担金は工事完了後、
市が請求します。激甚災害の指
定により国の補助率が上がり、
受益者負担は下がります。
◎工事期間　原則３ヵ年以内 土木建設課

農林土木係
（内線 1425）

小災害復旧
事業

　激甚災害の指定を受けた農地及び農業用施設災
害の復旧。
◎対象事業　
　工事費が 13 万円以上 40 万円未満の事業で、市
が現地を調査し設計・積算します。
◎受益者負担　
　農地及び農業用施設とも、国庫補助事業の負担
率と同率とします。

◎負担金徴収
    受益者負担金は工事完了後、市
が請求します。
◎工事期間　
　原則３ヵ年以内

応急対策
事業

◎補助対象者
　 10a 以上の耕作をしている農業者等。
◎補助対象経費
　応急的な対策として行う事業に要する備品、原
材料購入費、機械借上料、工事請負費です。（原則、
市内の事業者を利用）
◎補助率　 
　補助対象経費× 1/2　※上限 10 万円

◎補助期間
　平成 26 年３月 31 日

農林水産課
農業振興係

（内線 1441・1442）

その他補助制度
種類 対象・内容 補助限度額 担当

平成 26 年度
がけ地近接等危
険住宅移転事業

◎補助対象
　島根県条例第４条に規定するがけ地等危険が
著しい区域内の昭和 35 年 10 月以前に建築され
た住宅（年度内完了のみ）
※建築・土地購入・造成に関わる費用は金融機
関からの借入が必要（利子補てん）

除却費　78 万円
建築費（購入も含む）444 万円
土地購入費　206 万円
敷地造成費　58 万円
　※合計限度額 786 万円

都市計画課
建築指導係

（内線 1412）

江津市役所　℡（52）2501

床下浸水の場合でも、床上
浸水と同程度と認められ
るような損壊があれば減
免の対象になる場合もあ
ります。また、確定申告の
際に雑損控除の対象にな
る場合もあります
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２ 豪雨災害で被害にあわれた皆様へ
　支援制度の一覧

４

特集

  この苦難、
  乗り越えてみせる
　①未明の集中豪雨、市内全域に
　　避難勧告
　②大きすぎる傷跡
　③江津で何が起こったか？
　④江津の誇り 犠牲者ゼロ
　⑤住民を救った防災倉庫
　⑥再起へ　　

14 ごうつカレンダー
（抜き取ってご使用ください）

16 健康＆すくすく

18 広報担当のカメラから

19
市政のお知らせ
　就学前健康診断　屋外広告物　
　児童福祉　統計調査
　　

20

情報ポケット
　お知らせ
　制度・相談
　募集
　催し
　くらしの広場

26 小夏の日本イロハ感想記

年金だより

27 図書館においでよ

28 蔵出し写真館

10 月号

「“地域コミュニティ”への取り組み」と
「言葉のくすり」は休載します

こ
の
苦
難
、乗
り
越
え
て
み
せ
る

１時
13.5

２時
53.5

３時
78.0

４時
69.0

５時
35.5

８月 24 日の時間別雨量
（アメダス桜江観測所）

【単位：mm】

８月 23 日８時～ 25 日 15 時の
総降水量（アメダス）

（松江地方気象台提供）

午前２時

午前３時

午前４時

細長く強力な雨
雲が、江津周辺を
直撃

　レーダーの画像を見

ると、東西に細長く伸び

た雨雲が、江津周辺にか

かっていたことが分か

ります。これは、太平洋

高気圧周辺部の暖かく

湿った空気が流れ込み、

江津の近くまで南下し

ていた前線を刺激し、大

気が非常に不安定にな

ったためでした。

　桜江では午前４時 10

分までの３時間で過去

最高となる 201 ㍉の雨

量を記録。平年の８月

一カ月分の 1.5 倍とな

る数字でした。（画像は

松江地方気象台提供）

特
集

　

今
年
の
８
月
は
、４
日
ま
で
に
53
㍉
の

降
雨
（
ア
メ
ダ
ス
桜
江
観
測
所
）を
記
録

し
て
か
ら
は
、15
日
に
０
・
５
㍉
降
っ
た
の

み
で
、猛
暑
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

23
日
午
後
に
、１
㍉
以
上
と
し
て
は
19
日

ぶ
り
に
雨
が
降
り
、市
内
で
は
久
し
ぶ
り

に
暑
さ
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
。
夕
方
に
な
っ

て
雨
足
が
強
ま
り
、午
後
６
時
21
分
に
大

雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
後
は
雨
も
ほ
ぼ
上
が
り
、同
日
午
後

10
時
11
分
に
警
報
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
で
安
心
し
て
眠
れ
る
」。
多
く
の

市
民
が
床
に
つ
い
た
の
も
束
の
間
、日
付

が
24
日
に
変
わ
っ
て
間
も
な
く
、叩
き
つ

け
る
よ
う
な
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
午

前
０
時
21
分
に
は
再
び
大
雨
・
洪
水
警
報

が
、２
時
50
分
に
は
土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
東
西
に
細
長
く
伸

び
た
雨
雲
は
勢
い
を
増
し
、江
津
市
上
空

に
停
滞
。
江
津
市
災
害
対
策
本
部
は
午
前

３
時
18
分
、市
内
全
域
２
万
５
４
２
３
人

に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

（
13
ペ
ー
ジ
ま
で
）

未
明
の
集
中
豪
雨
、市
内
全
域
に
避
難
勧
告

　

８
月
24
日
未
明
、突
然
空
か
ら
豪
雨
が
襲
い
か
か
り
ま
し
た
。

　

雨
足
は
恐
怖
を
覚
え
る
ほ
ど
強
く
、山
肌
や
小
河
川
の
護
岸
は
次
々

と
崩
壊
し
、濁
流
は
無
数
の
家
屋
を
飲
み
込
み
ま
し
た
。
夜
が
明
け
る

と
、町
は
変
わ
り
果
て
た
姿
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
は
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
、苦
難
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
：
玉
川
の
氾
濫
に
よ
り
冠
水
し
た
桜
江
町
市
山
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
左
側
に
、

　

水
没
し
た
ト
ラ
ッ
ク
の
屋
根
が
わ
ず
か
に
見
え
る
。
８
月
24
日
午
前
６
時
21
分
撮
影
）
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傷跡

大きすぎる

１．濁流などにより倒壊した家屋（清見町）。２．川の
水位が下がると、欄干に流木が残った。濁流の恐ろしさ
がうかがい知れる（跡市町）。３．奥谷川が氾濫し、直
撃を受けた川平公民館。濁流の威力で床がめくれ上が
った（川平町）。４．敬川と目田川の氾濫により冠水し
た跡市町の中心部。水が引いた後も道路に泥が残って
いるのが分かる（島根県防災航空隊撮影）。５．収穫を
前にした稲も大きな被害を受けた（桜江町今田）。６．
大きな被害が出た有福温泉町。道路規制やゴミ搬出の
情報を張り紙で伝達。７．降り続く雨に対し、公民館に
ぶら下げられたテルテル坊主（跡市町）。８．通りが濁
流で川のようになった有福温泉町。猛威に自動車もな
す術がなかった。９．土石流の猛威はすさまじく、住宅
や自動車も埋まっていった（桜江町市山）。10．川が基
礎を流し崩落した橋（有福温泉町）11．水が引いた後。
道路には大量の泥が残った（桜江町市山）。12．水量を
増した水尻川が護岸を破壊。住居にまで迫った（二宮
町神主）。13．激流と化した曲川は、２車線の道路を丸々
削り取った（波子町）。　
※１. ２. ７. ８は市民からの提供写真。

１

２３

４

５

６７

８９

1011

13 12
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江
津
で
何
が
起
こ
っ
た
か
？

証　

言

水
船
美
津
枝
さ
ん
（
跡
市
町
）

「
雨
足
が
強
く
な
り
、避
難
し
よ
う

と
思
っ
た
時
に
は
、も
う
玄
関
に
水

が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
水
の
勢
い
は

早
く
、２
階
へ
上
が
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
１
階
の
家
財
道
具
を

２
階
に
持
っ
て
上
が
る
余
裕
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
午
前
５
時
ご
ろ
に

水
が
引
い
た
の
で
す
が
、家
の
中
に

は
厚
さ
30
㌢
く
ら
い
の
ヘ
ド
ロ
が
残

り
ま
し
た
」

田
中
隆
広
さ
ん
（
敬
川
町
）

　

午
前
２
時
30
分
ご
ろ
、近
所
の
人

が
玄
関
を
叩
き
、水
が
道
路
ま
で
上

が
っ
て
き
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
慌
て
て
車
を
高
い
場
所
に
動

か
し
た
の
で
す
が
、３
時
ご
ろ
に
な

る
と
水
が
玄
関
か
ら
中
に
ど
ん
ど
ん

入
っ
て
き
ま
し
た
。「
こ
れ
は
も
う
、

床
上
ま
で
浸
水
す
る
」と
思
い
、家
電

製
品
な
ど
を
２
階
に
上
げ
ま
し
た
。

最
後
に
は
床
上
浸
水
の
被
害
に
な
り

ま
し
た
。

奈
須
悦
子
さ
ん

（
有
福
温
泉
町
）

　

近
所
の
人
か
ら
の
電
話
で
大
雨
に

気
づ
き
ま
し
た
。
午
前
２
時
40
分
ご

ろ
で
し
た
。
外
を
見
る
と
、道
路
の

上
15
㌢
く
ら
い
ま
で
水
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
水
位
が
上

が
っ
て
き
て
、初
め
て
床
上
浸
水
に

な
り
ま
し
た
。
水
の
勢
い
が
昭
和
58

年
災
害
よ
り
も
ひ
ど
く
、冷
蔵
庫
や

自
動
販
売
機
、自
動
車
が
家
の
前
を

流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

西
本
由
香
里
さ
ん
（
川
平
町
）

　

雨
が
止
ん
で
か
ら
、被
害
が
大
き

か
っ
た
川
平
公
民
館
周
辺
を
息
子
と

見
に
行
き
ま
し
た
。
数
日
前
に
ア
ユ

の
つ
か
み
取
り
を
し
た
場
所
が
、変

り
果
て
た
姿
に
な
っ
て
い
て
、言
葉

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

槇
野
美
穂
さ
ん

（
桜
江
町
市
山
）

　

近
く
を
流
れ
る
玉
川
が
氾
濫
し
、

水
が
玄
関
を
越
え
て
床
上
ま
で
来
ま

し
た
。
畳
は
高
い
と
こ
ろ
に
上
げ
て

無
事
で
し
た
が
、た
っ
ぷ
り
と
水
を

吸
い
込
ん
で
玄
関
の
靴
箱
が
膨
ら

み
、開
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

豪雨災害ドキュメント
【８月 23 日（金）】
18：21　大雨・洪水警報　発表
22：11　大雨・洪水警報　解除
【８月 24 日（土）】
0：21　大雨・洪水警報　発表
2：30　江津市災害対策本部　設置
3：00　すべての市職員に出動命令
3：18　市内全域 11,699 世帯、25,423 人　
　　に避難勧告発令
5：00　気象庁が記者会見し「直ちに命を　
　　守る行動を」と呼びかけ。
～朝にかけて、河川の氾濫や土砂災害が　　
市内で多発～
11：00　敬川堤防に決壊の恐れが出た　　
　　ため、敬川右岸の住民（235 世帯、　　　
　　429 人）に避難指示
15：30　敬川町に発令していた避難指示　
　　を解除
【８月 25 日（日）】
11：20　大雨・洪水警報　解除
14：10　避難勧告　解除

被害状況（９月 17 日現在）

【死者・行方不明者】なし
【建物被害】
①全壊　８棟（住家４・非住家４）
②流出　1 棟（非住家 1）
③半壊　31 棟（住家 30・非住家 1）
④一部損壊　12 棟（住家 2・非住家 10）
③床上浸水　92 棟（住家 60・非住家 32）
④床下浸水　380 棟（住家 327・非住家 53）

観測史上最高を記録した雨量
（アメダス桜江観測所）

① 24 時間降水量　413.5 ㍉
　　（８月 23 日 14：30 ～ 24 日 14：30）
②３時間降水量　201.0 ㍉
　　（24 日 1：10 ～ 4：10）
　※平年の８月一カ月分の 1.5 倍
③１時間降水量　92.5 ㍉
　　（24 日 2：21 ～ 3：21）

西への交通網、完全に遮断

　土砂崩れが多発し国道９号は３カ
所で通行止め、江津道路と浜田自動
車道も通行止めに。主要な県道も通
行が不能となり、西側への交通網は
完全に遮断されました。

国道 261 号、全面通行止め

　江津地区と桜江地区を結ぶ国道
261 号は江津～因原（川本町）間が
全面通行止めに。対岸の旧道も通行
不能となり、江の川沿岸の交通は 24
日夕方までストップしました。

ＪＲ、運行ストップ

　江津市内を運行するＪＲ線は、24 日の終
日運休に。山陰本線の江津駅以東（特急を
除く）は再開したものの、線路の損傷の激し
い山陰本線（江津～浜田）と三江線（江津～
浜原）は９月 17 日現在も運休しています。

川平町山間部で移動困難

　川平町の山間部で道路の損壊が
相次ぎ、自動車での移動が不能に。
９月９日に解消されるまで、日常生
活に大きな支障をきたしました。

有福温泉街も被害

　有福温泉街を流れる小さな川、湯
路川が氾濫。温泉街の通りが川の
ようになり、床上浸水多数。橋の崩
落もあり大きな被害が出ました。

中心地が冠水～跡市町～

　降雨や山からの大量の水により
敬川と支流の目田川が氾濫。跡市
町の中心地は床上１ｍまで冠水し
ました。山間部でも土砂被害が相
次ぎました。

敬川町に避難指示

　敬川町では、各所で河川氾濫や土
砂流入による被害が多発。24 日午前
11 時には、敬川で堤防決壊の恐れが
あるとして、避難指示が発令されまし
た（同日午後３時 30 分に解除）。

八戸川支流の氾濫で多数の
家屋浸水　～市山地区～

　玉川など八戸川の支流が氾濫。市
山地区の各所で床上浸水の被害が出
ました。氾濫後の川床にはたくさん
の土砂がたい積し、この後も氾濫の恐
れが残りました。

江の川下流部でも内水氾濫

　江津町本町地区や渡津町長田地
区でも、江の川につながる小河川や
水路があふれ、通りが水浸しに。床
上浸水の被害も出ました。

川平公民館も被災

　近くを流れる奥谷川があふ
れ、川平公民館を直撃。流木
が館内に突き刺さるなど、大
きな被害を受けました。

道路被害が水道にも影響

　各地で道路に大きな被害が出る
中、道路下に埋設していた水道管の
破損が多発。跡市町や有福温泉町な
どで断水が発生し、27 日に市内全域
で復旧しました。
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江
津
の
誇
り

  
犠
牲
者
ゼ
ロ

　

史
上
最
高
の
雨
量
記
録
を
更
新
し
た

今
回
の
豪
雨
災
害
。
濁
流
や
床
上
浸
水

の
勢
い
は
す
さ
ま
じ
く
「
昭
和
58
年
災

害
（
58
災
）よ
り
も
ひ
ど
か
っ
た
」と
い

う
証
言
も
あ
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
出

た
58
災
に
対
し
、今
回
は
一
人
の
犠
牲

者
も
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
誇
る
べ
き

数
字
「
犠
牲
者
ゼ
ロ
」を
成
し
遂
げ
た

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

①
防
災
情
報
伝
達
機
能
の
整
備

　

江
津
市
で
は
昨
年
４
月
か
ら
「
ご
う

つ
防
災
メ
ー
ル
」の
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
た
び
の
災
害
で
も
気
象
情

報
や
道
路
の
通
行
止
め
、避
難
勧
告
・

指
示
な
ど
を
登
録
者
に
向
け
て
情
報
提

供
し
続
け
ま
し
た
。
今
年
３
月
か
ら
運

用
を
開
始
し
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も

災
害
情
報
を
提
供
し
、防
災
行
政
用
無

線
と
併
せ
、多
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
防
災
↖

住
民
を
救
っ
た 

防
災
倉
庫

情
報
を
流
し
ま
し
た
。

②
市
内
全
域
対
象
の
避
難
勧
告

　

24
日
午
前
３
時
18
分
に
発
令
し
た
避

難
勧
告
は
、市
内
全
域
を
対
象
に
す
る

と
い
う
異
例
の
も
の
で
し
た
。「
勧
告

が
あ
っ
た
か
ら
避
難
し
た
」と
い
う
住

民
の
声
も
あ
る
な
ど
、早
め
の
避
難
に

役
立
ち
ま
し
た
。
勧
告
で
は
「
道
が
↘

冠
水
し
て
い
る
場
合
は
家
の
二
階
な
ど

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」と
も
呼
び
か

け
、移
動
中
の
被
災
リ
ス
ク
回
避
に
も

努
め
ま
し
た
。

③
住
民
の
防
災
力
の
高
さ

　

こ
れ
ま
で
の
二
点
は
「
犠
牲
者
ゼ

ロ
」の
要
因
の
一
部
分
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

最
大
の
要
因
は
「
住
民
の
防
災
力
の
高

さ
」に
他
な
り
ま
せ
ん
。「
近
所
の
人
が

玄
関
を
叩
い
て
教
え
て
く
れ
た
」「
電

話
で
大
雨
に
気
づ
い
た
」と
証
言
に
あ

る
よ
う
に
、地
域
の
つ
な
が
り
が
避
難

活
動
へ
効
果
的
に
は
た
ら
き
ま
し
た
。

桜
江
町
市
山
な
ど
で
は
住
民
や
消
防
団

員
が
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
ボ
ー
ト

な
ど
で
災
害
弱
者
の
救
助
活
動
に
あ
た

り
ま
し
た
。
何
よ
り
も
58
災
の
記
憶
が

命
を
守
る
行
動
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
力
で
成
し
遂

げ
た
「
犠
牲
者
ゼ
ロ
」で
し
た
。

川のようになった通りにボートを出し、高齢
者の救助に向かう住民と消防団員（桜江町
市山。８月 24 日午前５時 59 分撮影）

防災メールで発信した、市内全域
を対象にした避難勧告

　

８
月
24
日
午
前
11
時
、敬
川
に
堤
防

決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、敬
川
町

内
の
２
３
５
世
帯
・
４
２
９
人
に
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
避
難
先
に

指
定
さ
れ
た
の
は
敬
川
町
か
ら
約
２
㎞

離
れ
た
青
陵
中
学
校
。「
学
校
に
向
か

っ
て
次
か
ら
次
へ
と
避
難
者
の
皆
さ
ん

が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
」。
受
入
役
と

な
っ
た
、同
中
学
校
の
上
田
直
樹
教
頭

は
振
り
返
り
ま
す
。
正
午
を
過
ぎ
た
こ

ろ
、避
難
者
数
は
１
２
０
人
を
超
え
ま

し
た
。「
避
難
者
の
中
に
は
、初
め
て
青

陵
中
に
来
た
人
も
多
く
、慣
れ
な
い
場

所
で
不
安
な
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
避

難
の
時
間
帯
が
お
昼
前
に
当
た
り
ま
し

た
の
で
、昼
食
を
と
っ
て
い
な
い
人
も

多
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
」（
上
田

教
頭
）。

　

避
難
し
た
人
に
食
事
を
配
り
、落
ち

着
い
て
も
ら
い
た
い
。
避
難
所
の
求
め

に
対
応
す
る
設
備
が
青
陵
中
に
は
あ
り

ま
し
た
。
今
年
３
月
に
市
が
防
災
倉
庫

を
設
置
し
、５
０
０
人
分
の
食
料
や
飲

料
水
を
備
蓄
し
て
い
た
の
で
す
。
食
器

も
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
食
料
は
お
湯
で
温
め
る
レ
ト
ル
ト

タ
イ
プ
で
し
た
。
避
難
者
の
皆
さ
ん
に

も
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、調
理
室

な
ど
で
お
湯
を
沸
か
し
、ご
は
ん
と
豚

汁
を
温
め
ま
し
た
。
食
事
を
終
え
る

と
、避
難
所
全
体
に
落
ち
着
き
が
広
が

り
ま
し
た
」。
上
田
教
頭
は
食
事
が
も

た
ら
す
「
安
心
」の
効
果
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。
住
民
を

救
っ
た
防
災
倉
庫
で
し
た
。

「備えの大切さを改めて実感しました」と
災害時を振り返る青陵中学校の上田教頭

（同中学校内の防災倉庫前にて）
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再
起
へ

１ ２

３

４

５

１．２．「被災地を救え」。市内外
から集まった災害ボランティア
が被災者を勇気づけた。３．国
土交通省が被害調査を支援。調
査報告書を田中市長に手渡した。
４．桜江小児童と交流を続ける
シンガー・ソングライターの
hacto さんが緊急コンサート。児
童たちを励ました。５．衛生的
な環境を守るため、浸水した家屋
を消毒する市職員。

復
活
の
舞
い

災
害
に
よ
り
休
演
し
て
い
た
有
福
温
泉
の
演
芸
場
「
湯

の
町
神
楽
殿
」。
９
月
７
日
に
待
望
の
公
演
再
開
を
果

し
ま
し
た
。
恵
比
須
さ
ん
の
笑
顔
が
、再
開
を
喜
ぶ
有

福
温
泉
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
か
の
よ
う
で

し
た
。

私たちは石見人
この地で幾多の苦難を乗り越えてきた
この苦難もきっと克服できるはず

　

想
像
を
絶
す
る
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
江

津
市
。
そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
の
全
国
ニ
ュ

ー
ス
で
も
生
中
継
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

深
く
傷
つ
い
た
被
災
地
に
、市
内
外
か
ら

次
々
と
温
か
い
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
し

た
。
災
害
後
間
も
な
く
市
内
外
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
。
跡
市
や
有
福
温

泉
、市
山
な
ど
で
屋
内
外
の
泥
の
か
き
出
し

や
流
木
の
撤
去
な
ど
に
当
た
り
ま
し
た
。

元
気
良
く
動
き
回
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿

に
、被
災
し
た
皆
さ
ん
の
表
情
に
も
笑
顔
が

戻
り
ま
し
た
。

　

桜
江
小
学
校
の
児
童
と
交
流
を
続
け
る

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ｈ
ａ
ｃ

ｔ
ｏ
さ
ん
（
鳥
取
市
出
身
）は
、８
月
27
日

に
川
戸
公
民
館
で
緊
急
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
小
学
生
た
ち
を
歌
声
で
励
ま
し
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
自
宅
が
床
下
浸
水

の
被
害
に
あ
っ
た
島
田
咲
さ
ん
（
５
年
）の

姿
も
。「
家
の
周
り
が
大
変
な
状
態
に
な
っ

た
け
ど
、ｈ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
さ
ん
に
会
っ
て
歌
声

を
聞
い
て
、元
気
が
出
ま
し
た
」と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
に
は
、有
福
温
泉
の
湯
の
町
神

楽
殿
が
、待
望
の
公
演
再
開
を
果
た
し
ま
し

た
。
地
元
の
有
福
温
泉
神
楽
団
は
、約
15
人

の
観
客
を
前
に
、塵
輪
、恵
比
須
、大
蛇
の
３

演
目
を
披
露
。「
災
害
を
乗
り
越
え
、こ
れ
か

ら
有
福
温
泉
に
ど
ん
ど
ん
お
客
さ
ん
が
来

て
く
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
」。
神
楽
団
の
皆
さ
ん
は
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

江
津
市
の
あ
る
島
根
県
西
部
の
旧
国
名

は
「
石
見
」。「
石
を
見
る
」と
い
う
名
の
よ

う
に
、山
や
岩
肌
が
川
や
海
の
そ
ば
ま
で
伸

び
る
厳
し
い
自
然
環
境
に
置
か
れ
、主
だ
っ

た
も
の
で
も
昭
和
18
年
、40
年
、47
年
、58
年

と
過
去
に
何
度
も
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
災
害
に
く
じ
け
る
こ

と
な
く
、こ
の
地
で
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ

の
姿
を
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
は
「
石
見
人

は
よ
く
自
然
に
耐
え
、頼
る
べ
き
は
、お
の

れ
の
剛
毅
と
質
朴
と
、た
が
い
に
対
す
る
信

の
み
と
い
う
暮
ら
し
を
つ
づ
け
て
き
た
。」

と
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
誇
り
高
き
石
見
人
。
こ
の
地

で
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
苦
難
も
き
っ
と
克
服
で
き
る
は
ず
。

前
を
向
き
ま
し
ょ
う
。

特
集
「
こ
の
苦
難
、乗
り
越
え
て
み
せ
る
」

お
わ
り
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市
税
等
の
納
付

日
曜
日
の
納
付
・
納
付
相
談

日
時

10
月
６
日
（
日
）

9：
00
～
12
：
00

場
所

市
役
所
１
階
保
険
年
金
課
窓
口

対
象

①
市
税
（
市
･県
民
税
、固
定
資

産
税
、軽
自
動
車
税
）

②
国
民
健
康
保
険
料

納
付
期
限

市
・

県
民

税
（３

期
）
10
月
31
日
（
木
）

火
災
・
救
急
・
救
助
の
件
数

（
８
月
末
現
在
・
江
津
消
防
署
管
内
）

種
別

月
の
件
数

年
間
合
計

火
災

2
13

救
急

12
1

85
8

救
助

5
14

交
通
事
故
の
発
生
状
況

（
８
月
末
現
在
・
江
津
警
察
署
）

年
別

件
数

死
者

傷
者

江 津 市

25
　
年

21
0

26

24
　
年

44
1

60

前
年
比

-2
3

-1
-3
4

県 内

25
　
年

10
84

17
10
99

24
　
年

10
90

29
10
99

前
年
比

-6
-1
2

0

人
口
・
世
帯
数

（
８
月
末
現
在
）

種
別

人
数
・
世
帯
数

前
月
比

総
人
口

25
,3
91

-3
2

男
11
,7
38

-1
0

女
13
,6
53

-2
2

世
帯
数

11
,6
83

-1
6

市
民
生
活
課
調
べ

江
津
市
の
物
価
の
動
き

（
消
費
者
友
の
会
・
物
価
調
査
係
調
べ
）

品
名

単
位

平
均

島
根
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

10
㎏
5,
05
8
円

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

10
㎥
7,
51
8
円

砂
糖
　
上
白
袋
入

１
㎏

24
5
円

鶏
卵
　
Ｌ
サ
イ
ズ

10
個

22
3
円

牛
乳

１
Ｌ

23
3
円

灯
油
（
店
頭
価
格
）

18
Ｌ
1,
92
2
円

ガ
ソ
リ
ン
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
１
Ｌ

16
4
円

９
月
１
日
現
在
市
内
平
均
（
税
込
）価
格

※
特
売
は
含
み
ま
せ
ん
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
８
月

31
日
受
付
分
ま
で
）

社
会
福
祉
事
業
へ
寄
付
（

香
典
返
し
寄
付
）

▽
江
津
・
横
山
三
郎
さ
ん
（
故
サ
ダ
子
さ
ん
）▽
桜
江
・
大
上
留
里
子
さ
ん
・
小
川

寛
文
さ
ん
（
故
大
上
清
さ
ん
）▽
川
崎
市
（
二
宮
）・
本
藤
壽
一
さ
ん
（
故
ト
シ
ヱ
さ

ん
）▽
桜
江
・
森
下
寒
三
さ
ん
（
故
サ
カ
ヨ
さ
ん
）▽
神
戸
市
（
江
津
）・
山
藤
利
明

さ
ん
（
故
則
子
さ
ん
）▽
嘉
久
志
・
田
中
美
恵
子
さ
ん
（
故
繁
行
さ
ん
）▽
桜
江
・
森

岡
敬
子
さ
ん
（
故
晏
彬
さ
ん
）▽
都
野
津
（
黒
松
）・
渡
邊
秀
さ
ん
（
故
英
昭
さ
ん
）

▽
嘉
久
志
・
瀬
頭
利
康
さ
ん
（
故
道
子
さ
ん
）▽
大
阪
府
（
桜
江
）・
大
場
千
里
さ
ん

（
故
進
さ
ん
）▽
江
津
・
横
山
茂
子
さ
ん
（
故
三
郎
さ
ん
）▽
都
治
・
惠
木
チ
カ
ヱ
さ

ん
（
故
安
友
さ
ん
）▽
桜
江
・
飯
田
義
人
さ
ん
（
故
光
さ
ん
）▽
渡
津
・
濵
岡
三
七
子

さ
ん
（
故
繁
男
さ
ん
）▽
二
宮
・
山
藤
雪
子
さ
ん
（
故
勉
さ
ん
）▽
桜
江
・
釜
瀨
隆
司

さ
ん
（
故
文
枝
さ
ん
）

一
般
の
寄
付
　

▽
笠
岡
市
・
長
澤
康
弘
さ
ん
▽
波
子
・
野
海
キ
チ
さ
ん
▽
安
来
市
・
稲
田
節
哉
さ
ん

※
掲
載
を
ご
了
承
頂
い
た
人
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
印
刷
上
表
記
で
き
な
い

漢
字
は
、常
用
漢
字
な
ど
に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

5
2
-2
4
7
4
）

●子
子

育
て

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

●サ
サ

ン
ピ

コ
ご

う
つ

●保
江

津
保

健
セ

ン
タ

ー
●桜

桜
江

保
健

セ
ン

タ
ー

●社
社

会
福

祉
協

議
会

●人
人

権
啓

発
セ

ン
タ

ー
●中

中
央

公
園

●総
総

合
市

民
セ

ン
タ

ー
●じ

じ
ば

さ
ん

セ
ン

タ
ー

●役
市

役
所

●相
市

役
所

市
民

相
談

室
●コ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

●公
公

民
館

●島
島

の
星

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

●済
済

生
会

江
津

総
合

病
院

ご
う
つ
カ
レ
ン
ダ
ー

江
津

の
１

カ
月

は
、こ

れ
を

見
れ

ば
バ

ッ
チ

リ
！

（
抜

き
取

っ
て

ご
使

用
く

だ
さ

い
）

1
0
月

２
０

●中
江

津
市

野
球

連
盟

秋
季

大
会

●中
市

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

合
会

球
技

大
会

●総
ピ

ア
ノ

発
表

会
●済

乳
が

ん
検

診
・

乳
が

ん
予

防
講

演
会

（
13
:30
～
17
:00
）

●子
パ

パ
と

マ
マ

と
一

緒
の

憩
い

の
日

「
ウ

イ
ン

ナ
ー

作
り

」
　

　（
9：
30
～
13
：
00
）

２
１

●役
人

権
相

談
（

25
ペ

ー
ジ

）
●相

行
政

相
談

（
25

ペ
ー

ジ
）

●中
協

会
設

立
記

念
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
大

会
○

胃
が

ん
検

診
（

渡
津

、江
津

、都
野

津
）

２
２

●済
乳

が
ん

検
診

２
３

●子
赤

ち
ゃ

ん
教

室
　「

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

」
　

　（
10
：
00
～
11
：
00
）

２
４

●子
休

館
日

●サ
定

休
日

●保
断

酒
会

（
21

ペ
ー

ジ
）

２
５

●子
お

楽
し

み
の

日
　「

お
散

歩
に

行
き

ま
し

ょ
う

」
（
10
：
00
～
12
：
30
）

●社
一

般
相

談
（

25
ペ

ー
ジ

）
●役

食
事

相
談

（
16

ペ
ー

ジ
）

●中
島

根
県

高
校

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

新
人

戦
（

女
子

）（
～

27
日

）

２
６

●保
乳

が
ん

検
診

●中
江

津
市

防
犯

少
年

剣
道

大
会

●中
島

根
県

高
校

野
球

一
年

生
大

会
（

～
27

日
）

●総
禅

を
き

く
会

２
７

●島
休

日
開

場
日

（
20

ペ
ー

ジ
）

●じ
男

女
共

同
参

画
講

演
会

●中
七

田
杯

江
の

川
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
オ

ー
プ

ン
ト

ラ
イ

ア
ル

●総
ヤ

マ
ハ

エ
レ

ク
ト

ー
ン

ス
テ

ー
ジ

20
13

２
８

●総
島

根
県

退
職

公
務

員
連

盟
県

大
会

２
９

○
胃

が
ん

検
診

　（
松

川
、川

平
）

●済
乳

が
ん

検
診

３
０

○
胃

が
ん

検
診

　（
清

見
、跡

市
、 ●保

）

３
１

★
市

・
県

民
税

（
３

期
）納

期
限

●子
休

館
日

●サ
定

休
日

●総
島

根
県

公
立

小
中

学
校

事
務

研
究

大
会

※
要

予
約

※
江

津
食

育
の

日

日
　

Su
n

月
　

M
on

火
　

Tu
e

水
　

W
ed

木
　

Th
u

金
　

Fr
i

土
　

Sa
t

１ ●済
乳

が
ん

検
診

●保
発

達
健

康
相

談

２
３ ●子

休
館

日
●サ

定
休

日
●保

断
酒

会
（

21
ペ

ー
ジ

）

４ ●人
就

労
相

談
（

25
ペ

ー
ジ

）
●子

お
楽

し
み

の
日

　「
紙

芝
居

を
見

ま
し

ょ
う

」
　

　（
10
：
00
～
11
：
00
）

５ ●中
江

津
市

中
学

校
新

人
総

体

６ ●役
納

付
相

談
（

14
ペ

ー
ジ

）
●中

県
学

童
軟

式
野

球
大

会
予

選
●中

江
津

市
職

域
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
●総

ピ
ア

ノ
発

表
会

○
子

宮
頸

が
ん

・
胃

が
ん

・
乳

が
ん

検
診

（
川

戸
）

７ ○
胃

が
ん

・
乳

が
ん

検
診

（
川

戸
）

８ ●済
乳

が
ん

検
診

●子
ほ

か
ほ

か
お

も
ち

ゃ
サ

ー
ク

ル
（
10
：
00
～
11
：
30
）

９ ●保
３

歳
児

健
康

診
査

　（
対
象
：
平
成
22
年
5
月
～

　
　
　
　
6
月
生
ま
れ
）

１
０

●子
休

館
日

●サ
定

休
日

●保
断

酒
会

（
21

ペ
ー

ジ
）

●社
法

律
相

談
（

25
ペ

ー
ジ

）
○

赤
ち

ゃ
ん

登
校

日
「

関
わ

り
体

験
授

業
」（

津
宮

小
）

１
１

●子
お

楽
し

み
の

日
　「

リ
ズ

ム
遊

び
」

　
　（
10
：
00
～
11
：
00
）

１
２

●中
江

津
市

中
学

校
駅

伝
競

走
大

会
●総

万
葉

の
こ

こ
ろ

 人
麻

呂
と

依
羅

娘
子

（
23

ペ
ー

ジ
）

１
３

１
４

●子
休

館
日

●中
市

民
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

タ
（

23
ペ

ー
ジ

）

１
５

●相
消

費
生

活
相

談
（

25
ペ

ー
ジ

）
●コ

一
般

相
談

（
25

ペ
ー

ジ
）

●済
乳

が
ん

検
診

●桜
乳

幼
児

相
談

・
離

乳
食

教
室

　（
9：
30
～
12
：
00
）

１
６

●コ
行

政
相

談
（

25
ペ

ー
ジ

）
●役

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

　
　

　
　（

25
ペ

ー
ジ

）
●子

乳
幼

児
相

談
・

離
乳

食
教

室
・

お
っ

ぱ
い

相
談

　（
9：
30
～
12
：
00
）

●中
江

津
市

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

協
会

秋
季

大
会

１
７

●子
休

館
日

　
●サ

定
休

日
●桜

断
酒

会
（

21
ペ

ー
ジ

）
●総

江
津

市
小

中
学

校
音

楽
会

○
子

宮
頸

が
ん

検
診

（
波

子
、敬

川
、二

宮
、都

野
津

、
跡

市
、有

福
温

泉
）

１
８

●子
お

楽
し

み
の

日
　「

ミ
ニ

ミ
ニ

運
動

会
」

　
　（
10
：
00
～
12
：
00
）

○
子

宮
頸

が
ん

検
診

　（
和

木
、嘉

久
志

、渡
津

、江
津

）

１
９

●子
絵

本
の

読
み

か
た

り
の

日
　

　（
10
：
00
～
11
：
00
）

●中
秋

季
石

央
中

学
野

球
大

会

※
江

津
食

育
の

日

体
育

の
日

※
要

予
約

※
要

予
約
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休日診療 済生会江津総合病院で行っています。（☎ 54-0101 ※ 事前にご連絡ください。）

健康
＆

すくすく
生活習慣病予防シリーズ

（その６）脳卒中、心筋梗塞、慢性腎臓病の原因

　　　　高血圧症！

■問健康医療対策課健康増進係（内線 1254）

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

日 （曜日） 会場 ・ 受付時間

29 日 （火）
トップ金属工業㈱　　　　　 9：00～ 10：00

㈱永大整備工業　　　　　10：50～ 11：50

10 月の献血
　輸血が必要なひとを救うためにご協力を！
　☆対象　400ml献血（全血）が可能なひと
　　　　　（体重50㎏以上）

「普段の食事」で健康管理！
　～食事相談のご案内～　

　栄養士による個別の食事相談です。それぞれのライフ
スタイルに合った食生活を提案しますので、糖尿病やメ
タボで食事管理が必要なひとなど、気軽にご利用くださ
い。予約☎52-2501（市役所）	 	
◎対象者　糖尿病・境界型糖尿病のひと、その他希望者
日 （曜日） 会場 ・ 受付時間

25 日 （金）
江津市役所　 　　9：00～ 15：00
※電話予約時にご都合の良い時間帯をお選びくだ
さい

　生活習慣病の中でも主たる病気が「高血圧症」。
　血圧が高い状態が続くと、血管が傷つき破れたり固くなりやすく
なり、これまでに紹介した脳卒中、心筋梗塞、慢性腎臓病の発症の危
険性が高くなります。
　高血圧の基準値は、医療機関で測る場合は、「１４０/９０ｍｍHg
以上」です。家庭で測る場合は「１３５/８５ｍｍHg以上」です。
収縮期（最大）血圧、拡張期（最少）血圧のどちらか一方でも基準値
に当てはまれば高血圧と判断されます。高血圧の原因として、塩分
のとり過ぎ、肥満、運動不足、ストレス、喫煙などがあげられます。特
定健康診査では、「１３０/８５mmHg以上」で保健指導の対象にな
ります。
　江津市は特定健康診査での高血圧症の有病率が県平均よりも高い
状況にあります。血圧が少し高めのひとも、今の状態を放置せず生
活習慣を見直してみましょう！

まずは自分の血圧がど
れくらいか知ることが
大切です！！
毎日の血圧測定から始
めてみませんか？

次回は脳卒中、心筋梗塞、慢性腎臓病の原因の１つ、「糖尿病」を紹介します。

～　高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ　～

正常

正常高値血圧

高
血
圧

この段階で血管は
傷み始めています

(mmHg)

収
縮
期
（
最
大
）血
圧

拡張期（最小）血圧

135

125

80 85 (mmHg)

～血圧の正しい測り方～
朝　○起床から１時間以内に測る
　　○トイレをすませておく
　　○食事前、高血圧の薬を飲む前に測る
夜　○寝る前に測る
　　○入浴や飲酒の後は避ける

＊測るときのポイント＊
①座ってから 1 ～ 2 分待ち、落ち着いてから測る
②腕で測る場合、薄手のシャツならその上から測
っても良い
③心臓の高さに腕帯を巻く

インフルエンザ予防接種実施医療機関
医療機関名 住所 電話番号

有福クリニック 有福温泉町 56-0250
井廻医院 嘉久志町 52-2307
敬川沖田クリニック 敬川町 53-0050
應儀医院 桜江町市山 92-0057
川島耳鼻咽喉科医院 嘉久志町 52-3933
国沢内科医院 都野津町 53-0324

済生会江津総合病院 江津町 54-0101
予約は総合窓口

鈴木眼科医院 江津町 予約は 52-3739
鈴木内科眼科医院 和木町 52-3739
西部島根医療福祉センター 渡津町 52-2442
能美医院 二宮町神主 53-0456
能美医院跡市分院 跡市町 56-2207
花田医院 後地町 55-0005
花田医院浅利分院 浅利町 予約は 55-0005
花田医院波積診療所 波積町本郷 予約は 55-0005
船津内科医院 嘉久志町 52-3203
船津内科川戸クリニック 桜江町川戸 92-8010
川越診療所 桜江町川越 93-0206
森医院浅利診療所 浅利町 55-1022
森医院尾浜診療所 後地町 55-0038
森医院黒松診療所 黒松町 55-1616
森医院井田診療所 大田市温泉津町 66-0366
もりとう内科クリニック 江津町 52-2057
もりとう内科松平診療所 松川町市村 57-0050
山崎医院 江津町 52-2816
山脇整形外科医院 和木町 52-5530
渡利小児科内科医院 江津町 52-2039
加藤クリニック 川本町 0855-72-2311
加藤病院　（予約不要） 川本町 0855-72-0640
公立邑智病院 邑南町 0855-95-2111

　予防接種法に基づく、高齢者インフルエンザ予防
接種を希望者に実施します。
　10 月中旬以降に各医療機関へ予約をお願いしま
す。免疫の効果を考えると、接種はできるだけ 12
月中旬までに済ませましょう。
【対象者】
　江津市に住民票がある、接種当日 65 歳以上のひ
と。
※ただし、60 歳以上 65 歳未満のひとであって心臓・
じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活
動が極度に制限される程度の障がいを有するひと及び
ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活が
ほとんど不可能な程度の障がいを有するひとも対象者
に該当します。

【接種費用】　自己負担額　1,100 円
※ただし、対象者で生活保護受給世帯に属するひ
と、福祉医療受給者で、かつ非課税世帯のひとは無
料です。
※窓口で必ず各受給者証をご提示ください。

【接種期間】
　11 月１日（金）～平成 26 年 1 月 31 日（金）

【接種場所】
　右記の実施医療機関で受けてください。
　施設入所または長期入院中のひとは施設等へご
相談のうえ、お申し込みください。
※ 上記対象以外のひとは、任意の予防接種となりま
す。かかりつけ医療機関の先生にご相談ください。

■問健康医療対策課健康増進係（内線 1251）

胃がん検診日程変更のお知らせ

　豪雨災害発生により中止しました松
川・川平地区の胃がん検診を実施します。
◎日時　10 月 29 日（火）
　　松川公民館　8 時～ 10 時
　　川平公民館　13 時～ 14 時
◎その他
　保険証・健康手帳（ある人）をご持参く
ださい

平成７年 4 月 2 日から平成 19 年４月１日生まれのひとへ
日本脳炎予防接種 はお済みですか？

◎接種できる年齢　
　３歳以上 20 歳未満　（２期は９歳以降）
◎これから接種できる回数と接種間隔
　これから接種できる回数や間隔は、これ
までに日本脳炎の予防接種を受けた回数に
よって異なります。母子健康手帳の「日本
脳炎」の欄を確認してください。
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★

★

江津市役所　℡（52）2501市政のお知らせ

★

★
新
１
年
生
に
「
就
学
前
健
康
診
断
」

を
実
施
し
ま
す

　

来
年
４
月
に
市
内
小
学
校
へ
入
学
予

定
の
お
子
さ
ん
（
平
成
19
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を

対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就
学
先
の
小
学

校
で
、
就
学
前
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

◎
各
小
学
校
の
健
康
診
断
日
程

【
10
月
】

郷
田
小
学
校　

10
月
21
日
（
月
）

高
角
小
学
校　

10
月
24
日
（
木
）

【
11
月
】

渡
津
小
学
校　

11
月
６
日
（
水
）

桜
江
小
学
校　

11
月
６
日
（
水
）

跡
市
小
学
校　

11
月
11
日
（
月
）

津
宮
小
学
校　

11
月
25
日
（
月
）

江
津
東
小
学
校　

11
月
26
日
（
火
）

川
波
小
学
校　

11
月
29
日
（
金
）

※
当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
代
理
の
人

が
必
ず
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
診
断
の
時
間
等
の
詳
細
は
、
別

途
保
護
者
宛
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
９

月
30
日
ま
で
に
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

就
学
前
健
康
診
断
■問
学
校
教
育
課
学
事
係

（
内
線
１
５
３
２
・
１
５
３
３
）

★
～
10
月
は
里
親
月
間
で
す
～

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

★
子
ど
も
た
ち
に
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族
と
一

緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
す
。
里
親
と
は
こ
う
し

た
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
に
迎
え
入

れ
、
家
庭
的
な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込

め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
ひ
と
で
す
。

★
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
あ
な
た
に

も
出
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

子
ど
も
が
好
き
で
あ
り
、
愛
情
と
熱

意
を
も
っ
て
、
真
心
を
込
め
て
養
育
し

て
く
だ
さ
る
ひ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

養
育
里
親
の
場
合
は
、
長
期
の
養
育

だ
け
で
な
く
、
１
泊
２
日
、
１
週
間
、

１
カ
月
間
と
い
っ
た
短
期
間
の
養
育
を

し
て
く
だ
さ
る
ひ
と
も
求
め
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉

■問
浜
田
児
童
相
談
所

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
５
６
０

平
成
25
年 

家
計
調
査

　

家
計
調
査
は
、調
査
票
（
家
計
簿
な
ど
）

の
記
入
に
よ
っ
て
、
国
民
生
活
に
お
け

る
実
態
を
家
計
収
支
の
面
か
ら
明
ら
か

に
す
る
統
計
調
査
で
す
。

　

12
月
か
ら
は
、
敬
川
町
で
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
調
査
員
が
世
帯
の
名
簿
の

作
成
や
、
家
計
簿
の
記
入
の
依
頼
に
伺

い
ま
し
た
ら
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■問
県
統
計
調
査
課
生
活
消
費
グ
ル
ー
プ

　

℡
０
８
５
２
（
２
２
）
５
０
７
２

調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◎
２
０
１
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス

　

農
林
水
産
省
で
は
、
11
月
１
日
現
在

で
漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
５

年
ご
と
に
わ
が
国
の
水
産
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
『
水
産
業
の
国
勢
調
査
』

と
も
い
う
べ
き
大
切
な
調
査
で
す
。

◎
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

総
務
省
統
計
局
で
は
10
月
1
日
現
在

で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
調
査
対
象
世
帯
へ
統
計
調
査
員
が

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

統
計
調
査

■問
総
務
課
情
報
統
計
室

（
内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２
）

そ
の
看
板
大
丈
夫
で
す
か
？

　

島
根
県
で
は
良
好
な
景
観
の
形
成
等

を
目
的
に
屋
外
広
告
物
条
例
を
定
め
、

各
市
町
村
で
設
置
許
可
や
違
反
広
告
物

対
策
を
行
う
な
ど
、
必
要
な
規
制
・
誘

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
に
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
を
設
置
す

る
場
合
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、

屋
外
広
告
物
の
適
正
な
設
置
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に
は
事
前

に
市
町
村
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

○
屋
外
広
告
物
の
種
類
に
応
じ
て
面
積

や
高
さ
な
ど
に
つ
い
て
の
基
準
が
あ
り

ま
す
。

■問 

江
津
市
都
市
計
画
課
施
設
管
理
係

 （
内
線
１
４
１
１
） 

　

島
根
県
都
市
計
画
課
景
観
政
策
室

℡
０
８
５
２
（
２
２
）
６
７
７
３

屋
外
広
告
物

広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

江津邑智消防組合が全国２位

　８月 22 日に広島市で開催された全国消防救助技術大会で、江
津邑智消防組合がロープブリッジ救出の部で２位入賞を果たし
ました。
　ロープブリッジ救出は、４人１組（１人は要救助者）で、２つ
の塔の間に張ったロープを渡り、反対側の塔の上にいる要救助
者を救出するまでの安全確実性と所要時間を競います。
◎選手は次の皆さん（敬称略）
　水黒充　壱岐竜三　三上智之　山本和輝

有　

料　

広　

告

自然の中で育む友情

　8 月 7 日から 9 日にかけて、「夏休み！ふるさと体験・友だ
ちづくり活動」が行われました。今年は自然の中で「ふるさと
の魅力」「仲間づくり」「ふるまいの大切さ」を学ぶことを目的に、
江津・浜田両市の小学校 5・6 年生 47 人が参加しました。
　子どもたちは、あいさつや片づけ、お世話になった方へのお礼
など、『ふるまい』を大切にしながら、農家に泊まったり、自然体
験（段ボールそり・沢登り）をするなどして、夏休みの楽しい思
い出をたくさんつくりました。

長年にわたり、ありがとうございます

　８月１日に、江の川樋門操作員の永年表彰伝達式が江津市役
所会議室であり、川戸第一陸閘門操作員の山崎宏明さん（桜江
町川戸）が 30 年表彰を受けました。
　樋門操作員は、大雨により河川の水位が上昇した際に出動し、
水門等の開閉作業により内水への流入を防ぎます。伝達式で
は、国土交通省浜田河川国道事務所長が感謝状を贈呈し、ねぎら
いの言葉を述べました。
　市民の安全のための長年の活動、ありがとうございます。
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「
視
覚
」ま
た
は
「
聴
覚
」に
障
が

い
の
あ
る
ひ
と
へ

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
の
無
料

サ
ー
ビ
ス

◎
目
の
不
自
由
な
ひ
と
へ

　

点
字
図
書
や
録
音
図
書
の
貸
し

出
し
、市
町
広
報
紙
の
点
訳
・
音

訳
サ
ー
ビ
ス
、パ
ソ
コ
ン
利
用
訓

練
、視
覚
障
が
い
者
用
機
器
の
貸

し
出
し
・
斡
旋
、生
活
や
進
路
の

相
談
等

◎
耳
の
不
自
由
な
ひ
と
へ

　

字
幕
（
手
話
）入
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
、フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
等
を
使
っ
た
中
継
リ
レ
ー
サ

ー
ビ
ス
、聴
覚
障
が
い
者
用
機
器

の
貸
し
出
し
・
斡
旋
、生
活
や
進

路
の
相
談
等

◎
会
館
日
時　

火
～
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

（
祝
日
・
第
４
土
曜
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

■問
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
４

FAX
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
５

　

m
ail　

info@
bd-iw

am
i.org

市
民
生
活
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

☆
10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

①
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）

　

ご
み
の
減
量
に
努
め
る
。
詰
め

替
え
用
の
も
の
を
買
う
な
ど
、必

要
な
も
の
だ
け
買
い
ま
し
ょ
う
。

②
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）

　

も
の
を
す
ぐ
に
捨
て
ず
、使
え

る
も
の
は
繰
り
返
し
使
い
ま
し
ょ

う
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

資
源
ご
み
回
収
日
に
き
ち
ん
と
分

別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

※
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る

３
Ｒ
運
動
に
参
加
し
て
、地
球
に

や
さ
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
実
践

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
１
１
８
・
１
１
１
９
）

☆
不
燃
物
処
理
場
の
休
日
開
場
日

◎
日
時　

10
月
27
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不

可
。
一
般
家
庭
の
燃
え
な
い
ご
み

の
み
対
象
で
有
料
で
す
。
必
ず
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
（
５
２
）５
３
２
１

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

　

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
が

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
登
記
・
境
界
問
題
・
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
・
戸
籍
・
後
見
・
人
権
問

題
な
ど
に
つ
い
て
、法
務
局
職
員
、

公
証
人
、人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

10
月
６
日

（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◎
会
場　

松
江
地
方
法
務
局
浜
田

支
局
（
浜
田
市
田
町
）

■問
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
９
５
９

10
月
21
日
～
27
日
は

行
政
相
談
週
間

　

行
政
相
談
制
度
は
、国
な
ど
の

行
政
機
関
の
仕
事
や
手
続
き
に
つ

い
て
の
相
談
や
要
望
を
受
け
付

け
、そ
の
解
決
の
た
め
、皆
さ
ん
の

お
手
伝
い
を
し
、行
政
運
営
の
改

善
を
進
め
る
制
度
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、毎
年
10
月
に

「
行
政
相
談
週
間
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。
期
間
中
、行
政
相
談
委
員

の
本
藤
繁
夫
さ
ん
と
大
石
武
博

さ
ん
が
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

【
江
津
市
役
所
市
民
相
談
室
】

　

10
月
21
日

（月）
午
前
９
時
～
正
午

　
（
相
談
委
員
）本
藤
繁
夫
さ
ん

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

和
室
（
桜
江
町
川
戸
）】

　

10
月
16
日

（水）
午
前
９
時
～
正
午

　
（
相
談
委
員
）大
石
武
博
さ
ん

有　

料　

広　

告

く
ら
し
の
広
場

催　

し

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

江津市役所
　℡（５２）２５０１

法
の
日
・
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

　

10
月
１
日
の
法
の
日
を
記
念
し

て
、身
近
な
法
律
家
・
司
法
書
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し

ま
す
。

　

不
動
産
の
相
続
・
売
買
な
ど
登

記
に
関
す
る
こ
と
、多
重
債
務
、成

年
後
見
、訴
訟
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

10
月
11
日

（金）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

◎
会
場　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
予
約
先

　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０
（
１
１
４
）２
３
４

（
平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30

分
）

■問
島
根
県
司
法
書
士
会
事
務
局

℡
０
８
５
２
（
２
４
）１
４
０
２

10
月
１
日
～
７
日
は

「
公
証
週
間
」で
す

　

公
正
証
書
は
、国
か
ら
任
命
さ

れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証

人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
、法
的

紛
争
の
予
防
と
解
決
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す
。

ご
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◎
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
土
・
日
、祝
日
を
除
く)

◎
10
月
の
「
日
曜
無
料　

相
続
・

遺
言
・
任
意
後
見
等
公
証
法
律
相

談
」　

　

10
月
６
日

（日）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
要
予
約
）

■問
浜
田
公
証
役
場

℡
０
８
５
５
（
２
２
）７
２
８
１

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」強
化
週
間

　

子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
専

用
電
話
相
談
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」を
い
つ
も
よ
り
時
間

を
延
長
し
て
受
け
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
で
悩
ん
で
い
る
ひ
と
、

学
校
や
家
族
な
ど
普
段
の
生
活
の

中
で
悩
み
が
あ
る
ひ
と
は
、ど
う

ぞ
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
実
施
日
時

　

９
月
30
日

（月）
～
10
月
4
日

（金）
の

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

◎
電
話
番
号

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　

０
１
２
０
（
０
０
７
）１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
８
５
２
（
２
６
）７
８
６
７

◎
相
談
員

　

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

10
月
の
断
酒
会

◎
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

　

３
日

（木）
・
10
日

（木）
・
24
日

（木）

◎
桜
江
保
健
セ
ン
タ
ー

　

17
日

（木）

◎
時
間　

午
後
７
時
～
９
時

　

お
酒
の
こ
と
で
お
困
り
や
相
談

の
あ
る
ひ
と
は
、気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
佐
々
井
勉
さ
ん

℡
０
９
０
（
８
７
１
５
）８
６
７
９

　

豊
田
康
弘
さ
ん

℡
０
８
０
（
１
９
０
４
）８
１
５
４

10
月
の

補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」
会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
２
日

（水）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
７
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

☆
８
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

☆
30
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
江
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
和
室
」
会
場
（
桜
江
町
川
戸
）

☆
10
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
28
日

（月）
〔
三
宅
時
計
店
〕

　
　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
４
）

来
年
度
の
保
育
所
等
入
所

募
集
受
付
は
11
月
で
す

　

来
年
度
の
保
育
所
（
園
）・
児

童
館
の
入
所
児
童
募
集
（
申
し
込

み
）に
つ
い
て
は
、
11
月
1
日

（金）
か

ら
22
日

（金）
の
期
間
に
受
け
付
け
ま

す
。募
集
の
詳
細
は
、
広
報
11
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
内
線
１
２
３
４
）

ご
う
つ
秋
ま
つ
り

出
店
者
・
出
演
者
募
集
！

　

11
月
17
日

（日）
に
江
津
市
総
合
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
、
ご
う

つ
秋
ま
つ
り
の
出
店
者
と
ス
テ
ー

ジ
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
商
工

観
光
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
江
津
市
商
工
会
議
所
・
桜
江
町

商
工
会
の
会
員
の
方
は
、
江
津
商

工
会
議
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

出
店
料
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
締
切　

10
月
15
日

（火）

■問
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

（
内
線
１
４
５
３
）

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

2021 2013.10 2013.10かわらばんGOTSU  Public  Relations  Magazine



江
津
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が

ら
、健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
？
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
た
の
し
み
不
定
期
イ
ベ
ン
ト

も
随
時
開
催
予
定
！
詳
し
く
は
、

ク
ラ
ブ
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

※
10
月
か
ら
の
入
会
は
年
会
費
が

半
額
で
す
。

■問
江
津
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

℡
（
５
２
）１
０
５
８

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

も
ご
覧
く
だ
さ
い
！

求
職
者
が
対
象
で
す

訓
練
生
募
集

☆
浜
田
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
②

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

（
従
前
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

に
相
当
す
る
資
格
）
に
準
拠
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
介
護
福

祉
の
基
本
的
な
知
識
・
技
術
の
習

得
と
介
護
施
設
で
の
実
習
を
通
じ

て
実
践
的
な
技
能
を
身
に
付
け
ま

す
。

◎
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
等
１
万
３
千
円
程
度
必

要
で
す
。）

◎
訓
練
場
所　

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

　
　
　
　
　
　
（
浜
田
市
原
井
町
）

◎
訓
練
期
間　

11
月
20
日

（水）
～
平

成
26
年
３
月
19
日

（水）

　
（
毎
週
月
～
金
・

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

◎
申
込
締
切　

10
月
22
日

（火）

◎
申
込
方
法　

公
共
職
業
安
定
所

の
窓
口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
入
校
検
定
日　

11
月
１
日

（金）

◎
検
定
場
所　

浜
田
合
同
庁
舎　

◎
選
抜
方
法　

学
力
検
査
・
面
接

☆
江
津
総
合
Ｏ
Ａ
科

　

文
書
作
成
・
表
計
算
（
２
級
以

上
）の
習
得
、
簿
記
基
本
知
識
、
会

計
ソ
フ
ト
操
作
、
Ｈ
Ｐ
作
成
に
つ

い
て
の
実
践
的
な
処
理
技
能
と
資

格
取
得
並
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
習
得
し
ま
す
。

◎
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
等
１
万
４
千
円
程
度
必

要
で
す
。）

◎
訓
練
場
所

　

（有）
ア
イ
ネ
ッ
ト
（
渡
津
町
）

◎
訓
練
期
間　

12
月
３
日

（火）
～
平

成
26
年
３
月
28
日

（金）

　
（
毎
週
月
～
金

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

◎
申
込
締
切　

11
月
５
日

（火）

◎
申
込
方
法　

公
共
職
業
安
定
所

の
窓
口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
入
校
検
定
日　

11
月
14
日

（木）

◎
検
定
場
所　

浜
田
合
同
庁
舎

◎
選
抜
方
法　

学
力
検
査
・
面
接

■問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

℡
０
８
５
６
（
２
２
）２
４
５
０

有　

料　

広　

告

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
社
会
の
た
め
に
活
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

草
刈
り
、せ
ん
定

な
ど
臨
時
的
か
つ
短
期
的
ま
た
は

そ
の
他
軽
易
な
業
務

◎
入
会
条
件　

市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
健
康
で
、安
定
し
た
就
業
・

所
得
を
目
的
と
し
な
い
ひ
と

◎
入
会
説
明
会　

・
日
時　

10
月
17
日

（木）
午
後
1
時
30
分
～

・
場
所　

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
和
木
町
）

※
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
6

し
ま
ね
い
き
い
き
フ
ァ
ン

ド
助
成
事
業
の
ご
案
内

　

中
高
年
齢
者
（
概
ね
50
歳
以

上
）の
活
動
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。

◎
夢
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
支
援
事
業

　

中
高
年
齢
者
が
培
っ
て
き
た
知

識
、経
験
、技
術
等
を
活
か
し
て
、

生
産
、加
工
、サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ

り
、健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
業

◎
地
域
活
動
支
援
事
業

　

中
高
年
齢
者
が
地
域
で
の
社
会

参
加
活
動
等
に
よ
り
、健
康
・
生

き
が
い
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

の
で
き
る
活
動

※
ど
ち
ら
の
事
業
も
助
成
対
象
経

費
の
五
分
の
一
以
上
の
自
己
資
金

が
必
要
で
、平
成
26
年
度
に
実
施

す
る
事
業
・
活
動
が
対
象
で
す
。

　

詳
し
く
は
江
津
市
社
会
福
祉
協

議
会
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
交
付

要
綱
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
取
得
で
き
ま
す
）

◎
申
請
期
限　

11
月
29
日

（金）
必
着

■申
■問
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
（
５
２
）２
４
７
４

キ
ラ
リ
☆
ま
め
な
作
品
展

　

市
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ

ケ
ア
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者

が
、
１
年
間
か
け
て
作
成
し
た
絵

画
等
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◎
日
時　

10
月
２
日

（水）
～
７
日

（月）

　

午
前
9
時
30
分
～午

後
７
時
30
分

　
（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

◎
場
所　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル

　

１
階
催
事
場
（
入
場
無
料
）

■問
健
康
医
療
対
策
課
包
括
支
援
係

（
内
線
１
２
４
７
）

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭 

改
め

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
は
今
年
か
ら

「
フ
ェ
ス
タ
」に
な
り
ま
し
た
！

　

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
種
目

が
い
っ
ぱ
い
！
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

10
月
14
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
８
時
15
分
～
正
午

◎
場
所　

江
津
中
央
公
園

※
今
年
か
ら「
体
育
の
日
」の
開
催

と
な
り
ま
す
。

■問
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
内
線
１
５
４
３
）

万
葉
の
こ
こ
ろ

人
麻
呂
と
依
羅
娘
子

～
講
演
会
と
万
葉
恋
歌
～

◎
日
時　

10
月
12
日

（土）

　　　
　
　

午
後
１
時
～

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
内
容

【
第
一
部
】
基
調
講
演
「
人
麻
呂
の

足
音
を
石
見
路
に
聞
く
」

・
講
師　

関
和
彦
氏
（
島
根
県
古

代
文
化
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

【
第
二
部
】万
葉
恋
歌

・
出
演　

コ
ー
ル
・
カ
ト
レ
ア
女

性
合
唱
団
、紅
藤
静
公
会
、嘉
久
志

公
民
館
神
楽
子
ど
も
会
、
江
津
敬

川
太
鼓
、高
角
小
学
校
児
童
、江
津

中
学
校
吹
奏
楽
部
、
江
津
市
連
合

婦
人
会

■問
江
津
の
歴
史
を
学
ぶ
会
（
岡
本
）

　

℡
（
５
３
）１
１
４
３

江
津
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

「
地
域
活
動
が

　
　

お
も
し
ろ
い
！
」

◎
日
時　

10
月
27
日

（日）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◎
場
所　

じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

◎
演
題

　
「
地
域
活
動
が
お
も
し
ろ
い
！
」

　

～
仕
事
と
生
活
の
ベ
ス
ト
バ
ラ

ン
ス
～

◎
講
師　

安
藤
哲
也
さ
ん
（
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
）

◎
入
場
無
料

◎
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す

◎
託
児
あ
り
（
申
込
が
必
要
で
す
）

■問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
０
１
８

済
生
会
な
で
し
こ
プ
ラ
ン

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相

談
・
介
護
相
談
な
ど

　

ぜ
ひ
一
度
、
自
分
の
体
の
こ
と

を
知
っ
て
、
学
ん
で
、
活
か
し
て
、

生
涯
現
役
（
在
宅
で
暮
ら
す
）
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◎
日
時　

10
月
17
日

（木）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◎
場
所　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
１
階

◎
内
容　

多
職
種
（
看
護
・
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
・
相
談
）に
よ
る

健
康
相
談
・
介
護
相
談
な
ど

※
各
機
器
に
よ
る
測
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。（
骨
密
度
・
も
の
忘
れ

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）

■問
高
砂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
総
務
課　

　

℡
（
５
２
）５
１
０
０

島
根
整
肢
学
園

第
39
回 

学
園
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
も
江
津
清
和
養
護
学
校
と

の
共
催
行
事
、
恒
例
の
学
園
祭
を

開
催
し
ま
す
。

　

演
芸
大
会
、和
太
鼓
、ゲ
ー
ム
大

会
、
石
見
神
楽
な
ど
の
多
彩
な
催

物
や
模
擬
店
を
準
備
し
、
み
な
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◎
日
時

　

 

10
月
26
日

（土）
、 

27
日

（日）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◎
場
所

    

島
根
整
肢
学
園 

西
部
島
根
医
療

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

■問
西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー 

℡
（
５
２
）２
４
４
２  

石
見
銀
山
関
連
講
座　

講
演
会

「
石
見
銀
山
に
お
け
る

港
湾
機
能
を
め
ぐ
っ
て
」

◎
日
時　

10
月
19
日

（土）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

◎
講
師
・
演
題　

多
田
房
明
氏
（
江

津
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

「
温
泉
津
湊
と
そ
の
周
辺
地
域
の

民
俗
調
査
か
ら
」

阿
部
志
朗
氏
（
浜
田
高
等
学
校
教

諭
）「
近
世
・
近
代
の
絵
図
・
地
図

類
に
み
る
江
津
本
町
」

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー　

◎
参
加
費　

無
料

◎
事
前
申
込
不
要

■問
石
見
銀
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
４
（
８
９
）０
１
８
３

介
護
の
仕
事

学
び
直
し
セ
ミ
ナ
ー

　

介
護
分
野
の
有
資
格
者
で
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
る
ひ
と
や
、
就
職
を
希

望
す
る
ひ
と
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
介
護
保
険

施
設
な
ど
で
の
職
場
体
験
（
お
試

し
勤
務
）が
で
き
ま
す
。

◎
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

　

介
護
の
職
場
で
働
く
ひ
と
と
の

交
流
▽
介
護
の
現
場
で
働
く
た
め

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
▽
介
護

技
術
の
学
び
直
し　

な
ど

◎
日
程　

10
月
21
日
～
25
日
の
５

日
間
（
希
望
す
る
日
の
み
の
参
加

も
可
能
で
す
）

◎
会
場　

い
わ
み
ー
る
他

◎
受
講
料　

無
料

※
保
育
所
一
時
預
か
り
費
用
の
助

成
あ
り

◎
申
込
締
切　

10
月
11
日

（金）

■申
■問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

石
見
分
室
（
社
会
福
祉
法
人 

島
根

県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所
）

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
４
０

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

市 ・ 県民税 （３期）の納期限は 10 月 31 日 （木）です

2223 2013.10 2013.10かわらばんGOTSU  Public  Relations  Magazine



有　

料　

広　

告

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

くらしの広場
10 月の無料相談

人権相談（登記相談含む）

江津会場
21 日 ( 月 )9：00 ～ 12：00
市役所２階　第６会議室
行政相談

江津会場
21 日 ( 月 )9：00 ～ 12：00
市役所１階　市民相談室

桜江会場
16 日 ( 水 )9：00 ～ 12：00
コミュニティセンター和室
消費生活相談

日時 15 日 ( 火 )9：00 ～ 12：00
場所 市役所１階　市民相談室

交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
場所 浜田合同庁舎１階

備考 要予約　℡ 0855(29)5563
島根県交通事故相談所浜田相談室

こころの健康相談

日時 16日（水）14：00～ 16：00
場所 市役所２階　第６会議室

備考 要予約　℡0855(29)5550
浜田保健所

サポステ浜田　就労相談

日時 ４日（金）11：00～ 16：00
場所 人権啓発センター

備考
※要予約　℡0855(22)6830
（しまね西部若者サポートステーション）

ふれあい福祉センター総合相談所

法律相談
（弁護士）

10日 (木 )13：00～15：00
市社会福祉協議会

一般相談
（司法書士）
桜江会場

15日 (火 )13：30～15：45

市社会福祉協議会

一般相談
（司法書士）
江津会場

25日 (金 )9：00～12：00

市社会福祉協議会

福祉相談
（担当職員）

(月 )～ (金 )通年
※祝日・年末年始は除く

市社会福祉協議会
備考 予約・問合　℡ (52)6710

第
19
回
石
も
ひ
と
役
展

　

今
年
も
多
く
の
力
作
が
揃
い
ま

し
た
。傑
作
・
秀
作
・
珍
作
の
数
々

を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

10
月
３
日

（木）
～
７
日

（月）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
6
時

◎
会
場　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル

　
　
　
（
１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）

■問
石
も
ひ
と
役
実
行
委
員
会

（
代
表
・
田
中
）℡(

５
２)

５
８
５
５

第
２
回
恵
良
媛
ま
つ
り

◎
日
時　

10
月
６
日

（日）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

◎
場
所　

二
宮
交
流
館

◎
内
容　

人
麻
呂
と
依
羅
娘
子
に

ち
な
ん
だ
紙
芝
居
、哀
歌
な
ど

■問
万
葉
ロ
マ
ン
の
里
・
二
宮

℡
０
９
０
（
７
３
７
１
）１
４
２
０

ア
ク
ア
ス
探
検
隊
！

10
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆
10
月
12
日
～
14
日
は
「
ア
ク
ア

ス
は
っ
し
ー
広
場
秋
祭
り
」
！

☆
食
欲
の
秋
「
シ
ロ
イ
ル
カ
や
サ

メ
の
“
ご
は
ん
”
を
食
べ
て
み
よ

う
」

　

ア
ク
ア
ス
の
生
き
物
た
ち
は
ど

ん
な
も
の
を
食
べ
て
い
る
の
か

な
？
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
て

み
よ
う
♪

◎
開
催
日

　

10
月
12
日

（土）
～
14
日

（祝）

　

10
月
19
日

（土）
～
20
日

（日）

◎
時
間　

午
前
11
時
～

　
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

◎
定
員　

各
日
先
着
500
人

◎
料
金　

入
館
料
に
含
む

☆
癒
し
の
秋
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
Ｄ

Ａ
Ｙ
in
ア
ク
ア
ス
」

　

ア
ク
ア
ス
館
内
に
島
根
や
そ
の

ほ
か
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
が
登
場
す

る
よ
。ど
ん
な
ご
当
地
キ
ャ
ラ
に

逢
え
る
か
な
？

◎
開
催
日

　

10
月
12
日

（土）
～
14
日

（祝）

　

10
月
19
日

（土）
～
20
日

（日）

（
10
月
13
日
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
）

◎
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◎
場
所　

ア
ク
ア
ス
館
内

■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
６
１
４

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

歯
科
衛
生
士

復
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

◎
日
時
・
内
容　

▽
第
１
回　

 
11
月
24
日

（日）

　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
申
込
締
切
11
月
15
日
）

　
「
島
根
県
の
現
状
の
説
明
、
院
内

業
務
（
保
健
指
導
・
歯
周
病
・
滅

菌
消
毒
な
ど
）に
つ
い
て
」

▽
第
２
回　

　

平
成
26
年
２
月
23
日

（日）　

　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
申
込
締
切
２
月
14
日
）

　
「
訪
問
歯
科
診
療
、
最
新
医
療
に

つ
い
て　

等
」

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

◎
場
所　

い
わ
み
ー
る

　
　
　
　
（
浜
田
市
野
原
町
）

◎
講
師　

島
根
県
歯
科
医
師
会　

　
　
　
　

医
療
管
理
部

◎
対
象　

現
在
、
休
職
中
で
復
職

を
め
ざ
す
歯
科
衛
生
士

◎
定
員　

各
回
40
人
程
度　

◎
受
講
料　

無
料

■申
■問
島
根
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

℡
０
８
５
２
（
２
４
）２
７
２
５

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

難
病
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

難
病
患
者
と
家
族
が
少
し
で
も
安

心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
何
が
で
き
る
か
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
対
象

　

難
病
に
関
心
の
あ
る
ひ
と

◎
１
回
目　

11
月
18
日

（月）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽
講
演
「
難
病
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
と
理
解
」　

講
師　

島
根

県
立
大
学　

山
下
一
也
副
学
長

◎
２
回
目　

11
月
27
日

（水）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
講
話
「
し
ま
ね
難
病
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
期
待
す
る
こ
と
」
▽
体
験
発

表「
患
者
・
家
族
の
立
場
」

◎
３
回
目　

12
月
４
日

（水）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

▽
説
明
「
難
病
患
者
の
療
養
支
援

に
つ
い
て
」
▽
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
交
流

◎
場
所　

浜
田
合
同
庁
舎

◎
申
込
締
切　

11
月
６
日

（水）

■申
■問
浜
田
保
健
所

℡
０
８
５
５
（
２
９
）５
５
５
４

講
演
会
「
中
途
失
明
の
予

防
・
治
療
・
ケ
ア
・
認
知
症

高
齢
者
へ
の
対
応
」

◎
日
時　

10
月
27
日

（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

◎
場
所　

浜
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ

テ
ル
（
参
加
費
無
料
）

◎
講
師　

鈴
木
内
科
眼
科
医
院

　
　
　
　

鈴
木
忠
子
先
生

■問
中
四
国
理
学
療
法
学
会

　
（
学
会
長
・
高
木
）

　

℡
（
５
２
）５
６
８
６

10
月
の
星
空
観
察
会 

　

風
の
国
の
天
文
台
に
あ
る
口

径
25
㌢
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
式
反
射
望

遠
鏡
で
秋
の
星
空
観
察
会
を
し
ま

す
。 

◎
日
時　

10
月
の
毎
週
金
・
土
曜

日
の
午
後
7
時
～
9
時 

◎
対
象　

一
般

　
（
風
の
国
の
宿
泊
客
も
含
む
） 

◎
料
金　

無
料 

◎
場
所　

風
の
国
の
天
文
台 

◎
主
な
観
望
天
体　

金
星
、
ヘ
ル

ク
レ
ス
座
の
球
状
星
団
、
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
座
の
大
星
雲
、
り
ゅ
う
座

流
星
群
、秋
の
星
座 

※
当
日
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。 

■問
風
の
国

℡
０
８
５
５
（
９
２
）０
０
０
１

江
津
の
自
然
史
10
月
の
ミ
ニ
展

「
千
丈
渓
の
渓
谷
地
形
」 

　

水
の
国
に
開
設
し
て
い
る
「
再

発
見
！
江
津
市
の
自
然
史
ミ
ニ
展

コ
ー
ナ
ー
」で
、
千
丈
渓
を
テ
ー
マ

に
し
た
展
示
を
し
ま
す
。 

◎
日
時　

10
月
5
日

（土）
～
31
日

（木）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
火
・
水
曜
日
休
館
） 

◎
場
所　

水
の
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
ミ
ニ
展
コ
ー
ナ
ー 

■問
水
の
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

℡
０
８
５
５
（
９
３
）０
０
７
７

平
成
25
年
度

江
津
市
文
化
祭

◎
展
示
部
門

▽
日
程　

11
月
２
日

（土）
～
４
日

（月）

▽
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▽
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

書
道 

・
写
真 

・
絵
画 

・
水
墨
画
・
短
歌 

・
俳
句 

・
川
柳 

・
彫
刻 

・
盆
栽
・
さ
つ
き 

・
生
花 

・
陶
芸 

・
お
茶
席
（
無
料
）な
ど

◎
芸
能
部
門

▽
日
程　

11
月
４
日

（月）

▽
時
間　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

日
本
舞
踊 

・
大
正
琴 

・

コ
ー
ラ
ス 

・
詩
吟
・
琴
尺
八
・
神

楽
な
ど

◎
協
賛
事
業　
「
江
津
市
文
化
協

会
表
千
家
茶
道
部
お
茶
会
」

▽
日
程　

11
月
17
日

（日）

▽
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

和
木
公
民
館
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江津市国際交流員

夏
シ ャ

　瑞
ル イ

紅
ホ ン

日本イロハ感想記小
シ ャ オ

夏
シャ

の

～
外
来
語
～

　
日
本
語
に
は
、
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
外

来
語
が
と
て
も
多
い
と
感
じ
ま
す
。技
術
や

経
済
な
ど
の
専
門
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
日

常
生
活
に
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。例
え
ば
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
表
に
「
デ
ザ
ー

ト
」「
ド
リ
ン
ク
」
な
ど
の
言
葉
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。洋
服
屋
で
も
、
服
の
種
類
や
生
地
だ

け
で
な
く
、
色
の
名
前
も
よ
く
「
ベ
ー
ジ
ュ
」

「
レ
ッ
ド
」
な
ど
の
外
来
語
で
表
現
さ
れ
ま

す
。ま
た
、
家
で
使
う
電
気
製
品
も
、「
ア
イ

ロ
ン
」
や
「
ト
ー
ス
タ
ー
」
な
ど
外
来
語
の
名

前
の
物
が
多
い
で
す
。

　
外
来
語
が
こ
の
よ
う
に
日
常
的
に
使
わ
れ

て
い
て
、
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、

日
本
語
の
外
来
語
は
外
国
語
の
発
音
を
そ
の

ま
ま
カ
タ
カ
ナ
に
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、

英
語
な
ど
の
外
国
語
学
習
に
生
か
せ
る
か
ら

で
す
。江
津
に
来
て
、
ア
メ
リ
カ
出
身
の
先
生

の
英
会
話
教
室
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。教
室
で
は
、
先
生
が
難
し
い
単
語
を
話
し

て
も
、
日
本
人
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
素
早
く

外
来
語
を
連
想
し
、
理
解
で
き
ま
す
。外
来
語

を
通
し
て
積
み
上
げ
て
き
た
皆
さ
ん
の
英
単

語
力
に
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
日
本
語
学
習
者
の
立
場
か
ら
見
れ

ば
、
外
来
語
は
頭
を
悩
ま
す
存
在
で
も
あ
り

ま
す
。理
由
の
一
つ
は
、
日
本
語
の
外
来
語
に

は
外
国
語
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
り
、
省
略
し

た
り
し
て
作
ら
れ
た
独
特
の
「
和
製
外
来
語
」

が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
で
す
。例
え
ば
、「
パ

ソ
コ
ン
」（
英
語
：
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
）、「
コ
ン
ビ
ニ
」（
英
語
：
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
な
ど
。一
般
の
外
来
語
は
、

英
語
な
ど
の
発
音
と
関
連
し
て
意
味
を
推
測

で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
意
味
を
推

測
す
る
方
法
が
な
く
、難
し
い
で
す
。

　
中
国
語
の
外
来
語
に
も
独
自
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。例
え
ば
、
中
国
語
は
漢
字
し
か
使
わ

な
い
の
で
、
外
来
語
も
漢
字
で
表
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、外
来
語
を
表
記
す
る
時
、発
音
で
表
記

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
も
と
の
言
葉
の

意
味
を
重
視
し
て
表
記
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。例
え
ば
、「
フ
ラ
イ
パ
ン
」
は
中
国
語
で

「
平
底
鍋
（
ピ
ン
・
デ
ィ
・
グ
オ
）」、「
シ
ャ

ン
プ
ー
」は
中
国
語
で「
洗
髪
水
（
シ
・
フ
ァ
・

シ
ュ
ウ
イ
）」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。国
や
言

語
に
よ
っ
て
、
外
来
語
の
表
記
方
法
も
異
な

り
、と
て
も
興
味
深
い
で
す
。

年
金
を
受
け
と
っ
て
い
る
人
に

毎
年
届
く
お
知
ら
せ

年金だより
保険年金課医療年金係

（内線１１１６・１１１７）

◎
年
金
振
込
通
知
書

　

金
融
機
関
等
の
口
座
振
り
込
み
で
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る

ひ
と
に
、毎
年
6
月
に
、1
年
分
の
「
年
金
支
払
額
」等
を
ま
と
め

て
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
通
知
書
を
送
付
し
た
後
に
振
込
額
や
振
込
口
座
に
変
更

が
な
け
れ
ば
、以
降
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。（
通
知
書
が
送
付
さ
れ

な
い
月
で
も
年
金
は
支
払
わ
れ
ま
す
。）

◎
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

　

国
民
年
金
、厚
生
年
金
保
険
等
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
ひ
と
に
、前
年
に
支
払
わ
れ

た
年
金
の
金
額
や
所
得
税
額
を
毎
年
1
月
下
旬
ご
ろ
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　

老
齢
年
金
も
所
得
税
の
対
象
と
な
り
、課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
確
定
申
告
の
と
き
は
必
要
で
す
。

◎
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い

る
ひ
と
の
う
ち
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
る
ひ
と
に
、毎
年
10
月

下
旬
ご
ろ
扶
養
親
族
等
申
告
書
提
出
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い
場
合
は
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ

な
い
だ
け
で
な
く
、年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
所
得
税
が
増
え
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、控

除
や
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。）

　

通
知
書
を
紛
失
し
た
、あ
る
い
は
届
か
な
い
場
合
等
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
浜
田
年
金
事
務
所　

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
６
７
２

江津市図書館　 52-0551 桜  江  分  館　 92-0300

Welcome to Library 　図書館においでよ！

今
月
の
新
着
図
書

～
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
～

『
正
妻
（
上
・
下
）』　
（
林

は
や
し

真ま

り

こ
理
子
）

『
ス
ー
パ
ー
戦
隊
大
図
鑑
』（
バ
ン
ダ
イ
）

『
ど
じ
に
ん
じ
ゃ
』　
（
新あ

ら
い井

洋ひ
ろ
ゆ
き行

）

『
ふ
ん
ど
し
育
児
』　
（
松ま

つ
も
と本

香か
お
り織

）

『
図
解
黒
魔
術
』　
（
草く

さ
の野

巧た
く
み）　

『
大
人
の
た
め
の
ス
マ
ホ
の
ト
リ
セ
ツ
。』

　

な
ど

【休館日】　毎週火曜日（1 日、8 日、15 日、22 日、29 日）
【月末休館日】　本館 31 日（木）　分館 26 日（土）
【特別休館日】7 日（月）～ 12 日（土）
※休館中や早朝、夜間の返却には、返却ポストをご利用ください。必ず、備え
付けの用紙にお名前等をご記入ください。大型絵本、CD、DVD、紙芝居の
返却はカウンターでお願いします。

読
書
週
間
特
別
企
画

図書館サポーター募集！
新聞スクラップや図書館のお仕事を手伝っていただけるボランティ
アさんを募集しています。詳しくは図書館窓口まで。

10 月の「 としょかんクラブ 」
◎日時　10 月 20 日（日）10 時 30 分～
◎場所　図書館こども室（無料です）
◎内容　どんぐりコロコロ　なにつくる？

大人のブックコート体験会
参加者募集

　毎年恒例となりました読書週間（10
月 27 日～ 11 月 9 日）のイベント開催の
お知らせです。
　より多くのひとに来館していただける
よう、今回は特別企画を二つ行うことに
しました。
　この機会に、ぜひ図書館にご来館くだ
さい。

　あなたのお気に入りの一冊に、ブックコート
（ビニールのカバー）をかけてみませんか？
　ブックコートは、本をより丈夫に、そしてキレ
イに保ってくれます。図書館ならではの体験会
です。
※事前申し込みが必要です。
◎開催日　10 月 27 日（日）　14 時～ 15 時
◎対象　高校生以上　
◎申込先　江津市図書館・桜江分館まで
◎受付開始　10 月 13 日（日）～
◎定員　先着 10 人
◎持参品　カバーのついている本を一冊
　　　　　（ただし、縦が 23 ㎝までのもの）

図書館キャラクター
作品募集

　平成 26 年度の江津市図書館キャラクターを
募集します。
　採用されたキャラクターは、一年間、新着図書
シールなどに使わせて頂きます。採用されたひ
とには、1,000 円の図書カードをプレゼント♪

（本館一点、分館一点です）
◎対象　高校生以上　
◎応募方法
　白い紙にキャラクターのイラストを書いて応
募してください。手書きでも、パソコンで書いた
ものでも、どちらでも OK。
◎応募期間
　　10 月 13 日（日）～ 11 月 9 日（土 )
◎応募先　江津市図書館・桜江分館まで
◎発表
　採用されたひとには電話で連絡いたします。
　次回の館報「洗心」でもお知らせします。

第１弾！

第２弾！

～
図
書
館
で
楽
し
む
時
間
を
あ
な
た
に
～
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江
津
市
役
所
が
収
蔵
す
る
、
た
く
さ
ん
の
写

真
。
そ
の
中
か
ら
と
っ
て
お
き
の
１
枚
を
選
び
、

在
り
し
日
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　昭和 47 年７月、中国地方一の大河、江の川が大氾濫。各地で洪水をもた

らしました。中でも被害が大きかったのが桜江町川戸地区。当時の桜江町

役場をはじめ中心部が水没しました。この被害を教訓に、桜江町は川戸地

区の改造に取り組みました。高さ 16 ～ 18 ｍの堤防を整備したうえ、５年

の歳月をかけ地盤をかさ上げしました。

　復旧の仕上げとなった桜江町総合センター（現桜江支所、コミュニティ

センター）が完成したのは昭和 56 年４月。祝賀行事では町民たちが法被姿

で太鼓をたたきながら通りを練り歩き、復興の喜びを分かち合いました。

復興した桜江町（昭和５６年）

蔵
出
し

写
真
館

編
集
部
だ
よ
り

日
付
が
８
月
24
日
に
変
わ
っ
た

こ
ろ
、私
は
眠
り
に
つ
き
ま
し

た
。
数
時
間
後
の
こ
と
は
夢
に

も
思
わ
ず
に
▽
同
僚
か
ら
の
電

話
で
目
を
覚
ま
し
、水
路
か
ら
あ

ふ
れ
た
水
が
横
切
る
道
路
を
渡

り
な
が
ら
東
部
の
公
民
館
へ
。

受
け
持
ち
地
区
の
被
害
は
大
き

く
な
く
、胸
を
な
で
お
ろ
し
た
の

も
束
の
間
、市
全
体
の
被
害
状

況
と
し
て
入
る
情
報
は
悪
い
も

の
ば
か
り
。
25
日
の
午
後
に
跡

市
・
有
福
・
市
山
に
入
る
と
、目

の
前
に
は
変
わ
り
果
て
た
町
の

姿
が
。
言
葉
を
失
い
ま
し
た
▽

今
月
号
を
作
る
に
あ
た
り
、ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
迷
い
ま
し
た
。

迷
っ
た
末
の
答
え
は
「
後
世
の

江
津
市
民
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
写
真
で
、文
字
で
災
害
の
記
録

を
残
す
」で
し
た
。
そ
れ
が
歴
史

資
料
で
も
あ
る
広
報
紙
の
使
命

だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。（
壱
岐
）

ごうつ防災メール
登録用バーコード

E
-m

ail：
seisak

uk
ik

ak
uk

a@
city.gotsu.lg.jp　

 
ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞ：

http:/
/
w

w
w

.city.gotsu.ｌｇ
.jp/

　

この広報紙は地球に優しい、石油をあまり使用しない

植物油インクを使用しています
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